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 編 集 後 記 

  
今号の巻頭言は、大阪市立大学名誉教授の北田俊行先生に「維持管理の時代を如何に生きるか」と題

して執筆していただきました。長寿命化時代を迎えた我が国の橋梁に対し、橋梁事業に携わる者が如何

に対応すべきかについて情熱的に論じられた文章からは、我々を奮い立たせる力と多くの示唆を頂きま

した。 
 折しも、技報の誌面に占める維持管理テーマの記事も増加傾向にあり、今号では「工事報告」７編の

うち３編は補修・補強工事であり、「研究報告」で紹介している「アクリル樹脂を用いたアンカーボル

ト」と「超音波ピーニング」については、新設工事と維持管理の両面に適用できる技術となっています。

弊社では、今後も継続して新設工事・維持管理の両面に貢献できる研究開発・建設工事に取り組んで参

ります。 
 橋梁分野以外の事業においては、鉄構分野、環境分野の研究報告記事を掲載しました。エネルギー問

題が取り沙汰される昨今ですが、環境分野をはじめ、それぞれの分野において新しい研究・開発を行い、

技術の発展、問題の解消に向け貢献して参る所存です。本紙の内容が、少しでも皆様のお役に立てば幸

いです。 
 

（木曽収一郎） 
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